
Beinecke MS 408  76r-01  (voynich manuscript)

このページは東洋の古い出来事が書かれています。

何が書かれているか、と思い、最初の４行文を解読しました。

pdafaadaqdar aagasb dapbasb nadatap aapab aapasb dapbatb nadapbab dapaasb kaid dakb
僅かな長期の自立農地は、アアガ国・ダプバ国であった。家がなく僅かでやや海岸の
アアパ国は、大きく変化した遠くない領土だった。ダプアア国の中央はしっかりしていた。

sbatsb nadafssb ar faar aatp said daqaid nadaqtdar batsb nadaum aid bataumk nadaqttb
スバツト国・ナダフス国の土地は遠い土地で、僅かに増えた長老が自助で統治の無い農地を
バツ国とした。家が無くても支援し、多くの希望は後に統治の無い国となった。

bbatb nadaqttb nadaqtb nadaqaas daqtsb baqb nadaftsb daftsb badaum nadafb aumaatsb andb
人が変化し無統治国が無自立国となった。無自立の集まりのダクト国は古い人でナダクト国・
ダフト国は軒並み争いの無い家で、軒並み争いが無く、ダウムアアト国に続く人だった。

nadaqtsb nadaqttb dardar dar aaqardaum daftb nadaqtsb umqtsb aasb nadaqaasb nadaqaum aasazi
ナダクト国は無統治国で次々と農地ができ、農地で活発な農地の家ができた。豊かな国は
ナダクト国・ウムクツ国・アア国・ナダクアア国で、自立希望が無くても留まることができた。



Beinecke MS 408  76r-02

４行目の先頭に h  (w、意味は移動や動作) の文字がありますが、これは後の人が記入した

ものでしょう。その行内での判別不明文字を抜き出したもので、R (r) とか h (w) の様に

似ている文字の表記かと思いました。

上記部分を翻訳して数年後、見出し文字列に意味があるのでは、と思い並べてみました。

w s na k da um q r k

この単語列を無理やり解読すると、
「移動して集まり、後ではない家は小さく、周りは後だった」

となります。今のところ私にはこの意味が解りません。

中央部の３７行分は、翻訳にしばらく時間がかかります。

下から６行分を翻訳します。

naqdar batsb batb qttsb kaum rand dapaasb sar aatsb nadapaatsb rdardaum
狭くない農地のバツト国は、変化したクツツ国の後に希望があった。しかし
ダプアア国・ボスのアアツ国・ナダプアアト国は周りが農地や家だった。

daumbatts nadaqtsb nadattsb nadatsb umqtsb daqar batsb dafaid
家に多くの出入があるのはナダクト国・ナダクツツ国・ナダクツ国・ウムクツ国・
ウムバツツ国で、自立地のバツト国には豊かな支援があった。

kand nadaum batsb daum aatsar aaum bats nadafttsb sbatsb daqaum aatsbum
しかしながら家の無いバツト国は、家に集めた農地を加えて、やや希望が膨れた
ナダフツツ国・スバツ国として、自立希望でアアト国などになった。

saum dar aatsb nadaumand daqtsaum daumaatsb aasaum daumaatsb aadaumb and b
指導者の農地のアアツ国は、家はないが統治の集まった農地のダウムアアト国を定まった家と
した。ダウムアアト国の幾らかの国民は続く人だった。

kaid battb dar dar aum kdaum batb daqttsb umsand aatfatb daqtsaumdar
中央は多くの国で次々と農地ができ、希望があった。
後に家が変化したダクツツ国は色々な国土で、防衛を加え、統治指導者の農地だった。

nadaqand daum batsb nadaqttb dar basb
奴連合の家のバツ国は、統治の無い国で、農地はバ国だった。


